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はじめに 

 

！本マニュアルはNASとしてお使いいただく最小限に設定方法について

のみ記述しています。本書に掲載のないオプション類の設定内容は CD

内のソフトウェア リファレンス マニュアルをご参照ください。 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外、軍事

目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・誤記

録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2 丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2013,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

 

 

本書利用者の前提条件 

 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コ

ンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生す

る問題を解決できる人を前提としています。 
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1.SmartNAS iX 設置について 
 

SmartNAS iXは、高性能CPUと大容量メモリを搭載した小規模オフィス・ワークグループ向けNAS製品です。専門の IT担当者

がいなくても専用の管理コンソールを利用して簡単に設定できます。 

 

1-1.梱包品一覧 （初めにご確認ください。） 

 

 
◆ SmartNAS 本体  x 1 台  ① 

◆ LAN ケーブル   x 1 本（5m） ② 

◆ 電源ケーブル   x 1 本  ③ 

◆ リカバリ CD  x 1 枚  ※この CD 内には以下のマニュアルが pdf フォーマットにて収められています。 

 SmartNAS iX クイックインストールガイド 

 SmartNAS iX ソフトウェア リファレンス マニュアル 

◆ ゴム足  x 4 個 

◆ 鍵   x 2 個 NSN1T5NASDTIX 
◆ ケーブルクランプ 

◆ 保証書(ハードウェア保証) 

 

1-2.製品の仕様 

 

  SmartNAS/iX 

搭載ドライブ数 HDD×5、SSD×1 

対応 RAID レベル *1 6 

CPU Intel Atom Processor D2500(1M Cache, 1.86 GHz) 

メモリ DDR3 4GB 

転送規格 10/100/1000BASE-T,TX 
LAN 

ポート数 2 

その他の I/F USB2.0×2、VGA(リア) 

電源定格 100-200V AC50/60Hz 

最大時 140W 

運用時 60W 消費電力 

アイドル時 50W 

外形寸法 220(W)×310(D)×130(H)mm 

重量 約 9.4kg 

動作環境 *2 温度:10～35℃、湿度:20～80%(結露なきこと) 

クライアント対応 OS Windows Server 2003/ 2008/2012、Windows XP/ Vista/7/8、NFS v2/v3、 MacOS 8/9/X 

 

*1 その他の RAID 構成についてはお問い合わせください。 

*2 長期安定稼働のためには温度:20-25℃、湿度:40-60%を推奨します。 
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◆ 電波障害自主規制について 
 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起すことがあります。 

この場合には使用者が適切な対策を講ずるように要求されることがあります。 

                                                                            

VCCI-A 

1-3.各部名称 

 

 
 

1) “SSD“には、本製品の基本ソフトである”Cludy iX”がインストールされています。お客様がご利用できるハードディス

クスロットは HDD1 から HDD5 までです。 

 

NOTE WebGUI で表示されるユニット番号(S00X)については、上記の HDD 番号と場所が異なる可能性があります。

HDD の場所については、必ず”ソフトウェア リファレンス マニュアル”の”機能 ドライブ検出”を実施して確認

してください。 

 

2) 初期設定はこの HDD1 から HDD5 のハードディスクを使用して Soft RAID(RAID6)を設定しています。RAID の解除並

びに再設定については、”SmartNAS iX ソフトウェア リファレンス マニュアル”をご参照ください。 

 

NOTE ユーザー領域であるボリュームグループとボリュームについては未設定ですので、本書を参照に設定をお願

いいたします。 

 

3) 本体設置後の初期設定並びに基本ソフトの再インストールには、別途ディスプレイモニター、キーボード（USB 接続）、

CD-ROM(USB 接続)が必要になります。 

※USB 機器を接続する際には、USB2.0 ポートをお使いください。 
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1-4.初期設定の準備 

 

◆ SmartNAS の準備 
 

① 着荷時に装着されているフロントカバー内の緩衝用段ボールは取り外してお使い下さい。 

この際、輸送による HDD の飛び出し等が無いかご確認下さい。 

 

② 本製品の電源コネクタに、電源ケーブルを取り付け、電源ケーブの AC プラグをコンセントにさし背面の電源スイッチを

ON にします。 

 
③ 付属のケーブルクランプを使用の際はコネクタ下の穴に差し込み、ケーブルを固定します。 

 
④ USBキーボード並びにディスプレイをご用意できる場合には、キーボードをUSB2.0 ポートに、ディスプレイをVGAポート

に接続し”2-1 起動”へ進んでください。 

⑤ キーボード並びにディスプレイが無い場合、SmartNASの LANポート 1(eth0)をネットワーク環境に付属のLANケーブル

で接続するか、設定用 PC に直接 LAN ケーブルで接続します。 

 

⑥ PC のネットワークのプロパティを開きます。 

 

⑦ インターネットプロトコル（TCP/IP）をダブルクリックし、以下の様に、IP アドレス”192.168.0.1”サブネットマス

ク”255.255.255.0”に設定し、”OK”ボタンをクリックしてください。 

 ⇒  

“2-2 管理画面ログイン”へ進んでください。
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2.初期設定 
 

2-1.起動  
 

SmartNAS iX 本体にディスプレイモニターとキーボードを接続し電源 ON すると自動的に OS が起動します。ロード中は以

下の画面がディスプレイモニターに表示されます。 

 

 
 

起動プロセスが完了すると iX はネットワーク設定などの基本情報を表示する画面に切り替わります。デフォルトの IP アド

レスは以下の通りです； 

IP address(eth0):  192.168.0.220/24 

IP address(eth1):  192.168.1.220/24 

 

 
 

SmartNAS iXのネットワークは上記のデフォルトの IPアドレスで設定されています。お客様にて変更する歳には、SmartNAS 

本体と上記のネットワークアドレスと通信ができるように設定されたPCとをクロスケーブルでつなぎ、”SmartNAS iX ソフトウ

ェア リファレンス マニュアル”の 4.1.1.ネットワークの章を参考に設定していただくか、 

この画面にて、キーボードの左側の” Ctrl” + “Alt” + “N”.キーを同時に押して、ネットワーク設定の画面を呼び出してくださ

い。（本書では、この画面での設定をご説明いたします。） 
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以下の例はデフォルトの固定の IP アドレスから DHCP サーバを利用して自動的に IP アドレスを設定する方法を記します。 

 

 
 

この画面では、現在選択されている項目は白色の文字で表示されます。選択されている項目を変更する場合は、キーボ

ードの矢印キー（”↑”もしくは”↓”）にて変更できます。変更したい項目を選択し”Enter”キーを押してください。 

ここでは、eth0 のネットワークの設定を変更します。 

※上図の”no cable”の表示は、ネットワークのケーブルが接続されていないことを示しています。 

 

 
 
矢印キー（”↑”もしくは”↓”）でカーソルを操作し、DHCP の項目を選択し、Edit を選択後に”Enter”キーを押します。 

 

 
 

上記の画面では、Use DHCP の項目が選択されています。ここで、”スペース”キーを押すと”X”が付きます。 

“X”がついていることを確認し、”Enter”を押してください。 
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この画面に戻りますので、DHCP の項目が”ON”になっていることを確認し、矢印キー（”←”もしくは”→”）を使用し

て”Apply”を選択し”Enter”キーを押します。 

 

 
 

問題なく DHCP サーバーより IP アドレスを設定できた場合には、上図の様な画面に変わります。 

※この図では、セキュリティの観点から設定された IP アドレスを隠しています。 

“Exit”を選択して”Enter”を押し、当設定メニューから抜けてください。 
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2-2.管理画面ログイン  
 

iX へは、すべてのネットワーク コンピュータから接続できます。 

以下の画面は FireFox を使用した画面となります。他のブラウザを使用する場合、 

 

 操作 表示例 

1 接続を確立するには、ブラウザ 

(Mozilla FireFox 推奨) を使用し

て、iX サーバーをホストするコン

ピュータの IP アドレスまたは名

前を URL 入力行に入力します。た

とえば、https://192.168.0.220 

( 標 準 ア ド レ ス ) ま た は 

https://dss (名前) と入力しま

す。 

右図の画面が出た場合 

※ FireFox 使用時 

“危険性を理解した上で接続する

には”をクリックします。 

 

 

2 “例外を追加”ボタンをクリックしま

す。 
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3 “セキュリティ例外を承認”ボタンをク

リックします。 

 

4 “Admin. Level”は”Full Access”を選

択し 

Password は”admin”を入力し”ログ

イン”ボタンをクリックしてください。 

※ 上記のパスワードは初期値で

す。 

 
 

5 最初のログイン後、右図の画面が

表示されます。 

日本語表示にする場合に

は、”English”から”Japanese”に変

更し、”Agree”ボタンをクリックしま

す。 

※ソフトウェアを使用するためのライセン

スに同意する必要があります。使用する

言語も選択できます。（日本語選択可。

ただし、ライセンス内容の表示は英語の

みです。） 
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6 日本語のログイン画面に移りますの

で、“管理者レベル”を”フル アクセ

ス”を指定し、パスワード”admin”を

入力し”ログイン”ボタンをクリックし

てください。 

※ 上記のパスワードは初期値で

す。 

  

7 右の様な警告が出現します。 

右の警告は、iSCSI/FC ボリューム

での設定についての警告になり、通

常は無視してください。 

“Don’t show me this message 

again”をクリックし、”OK”ボタンをク

リックします。 

 

 

 

NOTE セキュリティの理由から、iX は、暗号化された SSL プロトコル (HTTPS) を使用します。 

 

NOTE パスワードは、大文字小文字が区別されます。iXにログインできない場合は、Shift キーと Caps Lock キーの

状態を確認してください。 

 

NOTE  Web ブラウザに正しい内容が表示されない場合は、Web ブラウザの設定メニューを使用して、キャッシュと

クッキーを削除してください。 
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3.ネットワーク設定 
 

 操作 表示例 

1 Fire Fox などの Web ブラウザに、

SmartNASiX の IP アドレス

(192.168.0.220)を入力して、フルアク

セスの権限で iX の操作画面にログ

オンします。 

※ 2-2 管理画面ログインを参照し

てください。 

 

 

 

2 ログイン後、”セットアップ”→”ネット

ワーク”→”インターフェース”を選択

します。  

 

3 該当インターフェース(eth0)をクリッ

クします。 

 

4 該当 IP アドレスに静的なアドレスを

設定する場合は、右図の IP アドレ

ス、ネットマスク、ゲートウェイの各

項目に適切な値を設定し、”適用す

る”ボタンをクリックしてください。 

※DHCP による自動的な IP アドレス

を付与する場合には、”DHCP”をク

リックし、”適用する”ボタンをクリック

します。 
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5 “インターフェース”をクリックします。 

 

6 SmartNASiX のサーバー名を入力

し”適用する”ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

※ サーバー名がネットワーク内で一意であることを確認してください。 
※ 特殊文字(~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=`_) とスペースは使用しないでくださ

い。 

※ 数字だけのサーバー名は使用できません。 

7 ネットワークにDNSサーバが存在す

る場合、”DNS 設定”の DNS 欄に

DNS サーバーの IP アドレスを入力

し、”適用する”ボタンをクリックしてく

ださい。 
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4.共有ボリューム設定 
 

4-1.共有ボリュームグループ設定 

 操作 表示例 

1 WebGUI からログイン後、”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリュ

ーム・グループ”を選択します。  

 

2 “ユニット マネージャ”にて、ユニット

MD0を選択（□印をクリックし、チェッ

クマークを付ける）し、”適用する”ボ

タンをクリックします。  

 

3 右図の様に確認画面は出力されま

す。 

“OK”ボタンをクリックしてください。 

 

 

4 フォーマットが完了すると、状態

が、”フォーマット中”から“使用中、

vg00”に変化します。 

 

 

           ↓ 

 



 

13 

6 ボリューム・グループ 配下に、vg00

を見ることができます。 

 

 

4-2.共有ボリューム設定 

 操作 表示例 

1 WebGUI からログイン後、”構成”→”

ボリューム・マネージャー”→”ボリュ

ーム・グループ”を選択します。  

 

2 該当ボリュームグループ(この例で

は、”vg00”をクリックします。 

 

3 “ボリューム マネージャ”メニュー

で、”アクション”は”新しい NAS ボリ

ューム”を選択し、”追加”項目で必

要な容量(この例では 512GB 作成)

を入力し、”適用する”ボタンをクリッ

クします。 

 

 



 

14 

4 正常に作成された場合には右図の

様に情報欄にメッセージが出力さ

れ、論理ボリュームの欄には作成さ

れた NAS ボリュームが表示されま

す。 

 

※ 該当 NAS ボリュームを削除す

る場合には“論理ボリューム

欄”にある該当ボリュームの

をクリックします。 

※ 該当ボリュームが、レプリケー

ションタスク、スナップショットタ

スク等が設定されている場合

には削除できません。 

 

 

 

4-3.共有ポイント設定・削除 

 操作 表示例 

1 WebGUI からログイン後、”構成”

→”NAS リソース”→”共有”を選択しま

す。 
 

2 “新しい共有の作成”メニューで”名前”

欄に任意の共有名を入力します。 

※ 日本語不可 

“デフォルトパス”か”指定したパス”を

選択します。 

選択後、”適用する”ボタンをクリックし

ます。 

※ ”デフォルトパス”は 4-2 で設定し

た共有ボリューム全体に対して共

有名を設定する際に使用します。 

※ この項目では、”デフォルトパス”

を指定しています。 

※ 共有ボリューム内に複数の共有

を設定する場合には、項番 5 へ 
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3 正しく共有が作成できましたら、右図の

様に情報が表示されます。 

 

4 

 

“共有”には項番2で設定した共有名が

表示されます。 

 

5 

 

共有ボリューム内に複数の共有を作成

する場合には、”新しい共有の作成”メ

ニューで”指定したパス”を選択し、3-1

で設定した共有ボリューム（この例で

は、lv0000）をクリックします。 

 

6 共有名を設定する前に、共有ボリュー

ム内に共有するフォルダを作成しま

す。 

ここでは”追加する”ボタンをクリックし

ます。 
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7 共有するフォルダー名を入力します。 

入力が終了しましたら、”ok”ボタンをク

リックします。 

※ フォルダー名は日本語可能 

 

 

8 項番 7 で作成したフォルダをクリック

し、”名前”欄に共有名を入力します。 

※ 共有名は日本語不可 

入力後、”適用する”ボタンをクリックし

ます。 

 

9 正しく共有が作成できましたら、右図の

様に情報が表示されます。 

 

10 “共有”には項番9で設定した共有名が

表示されます。 

※ 必要に応じて、項番5-10を繰り返し

ます。  
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4-4.ユーザ設定 

 操作 表示例 

1 WebGUI からログイン後、”構成”

→”NAS リソース”→”ユーザー”を

選択します。  

 

2 “新しいユーザーの作成”にて、ユー

ザー名を”名前”の欄に、パスワード

を”パスワード”の欄に入力し、”パ

スワードの確認入力”には、パスワ

ードを再入力し、”作成する”ボタン

をクリックします。 

 

3 ユーザーの欄に作成したユーザー

が表示されます。 

※ 複数のユーザーを設定する場合

には、項番 2 を繰り返し実行して

ください。 

 

 

4-5.共有割り当て 

 操作 表示例 

1 WebGUI からログイン後、”構成”

→”NAS リソース”→”ユーザー”を

選択します。  
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2 ユーザー 配下に 4-4 で作成したユ

ーザー一覧が表示されます。 

共有を割り当てたいユーザーをクリ

ックします。 

 

3 ユーザー共有アクセスの選択可能

な共有内の共有（4-3 で作成）をクリ

ックし を使用してアクセスが

許可された共有へ移動させて、”適

用する”ボタンをクリックします。 

 

 

4-6.Windows クライアントからの接続 

1 

 

Windows クライアント接続方法 

1) Start ボタンをクリックします。 

2) “プログラムとファイルの検索”欄

に当該SmartNASiXの IPアドレス

を入力し、検索します。 

 

 

2 

 

該当フォルダーをクリックします。 

 

 



 

19 

3 4) 右図の様に”ユーザ名”と”パスワ

ード”を入力し、”OK”ボタンをクリ

ックします。 

 

 

4 5) 右図の様に該当フォルダーにアク

セスができます。 
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5.スナップショットの利用方法 

 

5-1.スナップショットの設定 

以下の手順は、SmartNASiX にて、スナップショットを作成しています。 

 操作 表示例 

1 WebGUIからログイン後、”構成”→”ボリューム

マネジャ”→”ボリュームグループ”のメニュー

を選択します。 ボリュームグループから vg00

を選択します。 

 

2 アクションでは、新しいスナップショットを選択し

ます。 

 

3 ボリュームへの割り当ては、該当NASボリュー

ムを選択します。 
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4 最後にスナップショットの領域を、追加の項目

に入力し、”適用する”をクリックします。 

 

※ スナップショットのサイズはおよそ該当 NAS

ボリュームに対して 10%程度で設定します。 

ただし、データ更新量が多い場合には、

その量に応じてサイズを増やしてくださ

い。 

 

 

 

5 スナップショットの設定が完了したら、右図の

様に表示されます。 
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5-2.スナップショットのスケジュール設定  

変更操作はできないため、タスクの削除と再作成を行います。 

 操作 表示例 

１ “メンテナンス”→”スナップショット”を選択し

ます。 

 

画面左から設定を変更するスナップショットを

選択します。 

 

2 変更するタスクスケジュールの設定を確認し

てから×を押して削除します。 

  

3 スナップショット のタスクスケジュールとし

て、曜日とスタートを設定して適用します。 

 

ストップの時間は明示的にスナップショットタ

スクを止める場合にのみ設定します。 

 

4 設定後は右図の様に表示がされま

す。 

 

 

スナップショットの設定表の例 

スナップショット サイズ 論理ボリューム スナップショットスケジュール 

Snap00000 50G Lv0000  月曜～土曜 0:00 スタート 
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5-3.スナップショットのサイズの変更  

最小でスナップショットの実行間隔に書き込まれるデータ量分の容量が必要になります。 

容量の拡大ができますが、縮小はできません。縮小する場合は一度スナップショットボリュームを削除して再作成します。 

 操作 表示例 

1 “メンテナンス”→”スナップショット”を選択し

ます。 

 

画面左から設定を変更するスナップショットを

選択します。 

 

2 変更するタスクスケジュールを確認してから

×を押して、タスクスケジュールを削除しま

す。  

3 再度、”メンテナンス”→”スナップショット”を

選択します。 

変更するスナップショットタスクを ボタンで

停止します。  

4 “構成”→”ボリュームマネジャ”→”ボリュー

ムグループ”のメニューを選択します。 ボリ

ュームグループから vg00 を選択します。  

5 スナップショットボリュームの削除を行いま

す。（利用している論理ボリュームなどを削除

しないように十分に気をつけて操作します。） 

 

ボリュームマネージャーで、削除したいボリュ

ームの を選択すると削除されます。 
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6 スナップショットボリュームを作成します。 

 

アクション：新しいスナップショット 

ボリュームの割り当て：論理ボリュームの選

択 

追加：容量の選択 

 

スナップショット定義の画面にも、作成したス

ナップショットが表示されます。 
 

 

7 スナップショットスケジュールの設定を参考に

スナップショットのスケジュールを設定しま

す。 

 

 

5-4.スナップショットの参照  

スナップショットを参照するためには、スナップショットボリュームを共有ボリュームとしてマウントします。 

 操作 表示例 

１ “メンテナンス”→”スナップショット”を選択しま

す。 

スナップショット タスクを確認し、右図の様に

なっていれば をクリックしスナップショットを

取得してください。 

 

2 スナップショットが手動もしくはスケジュールに

よって、取得されている場合には、右図の様に

表示が変わります。 
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3 “構成”→”NAS リソース”→”共有”を選択しま

す。 

 

新しい共有の作成から、共有名、差指定したパ

スを選択します。 

 

snapshot000X をダブルクリックして、共有する

ボリュームを指定します。 

 

適用を実行すると、共有が追加されます。 

 

 

 

その後、以下の内容を参照し実施してくださ

い。 

4-5 共有割り当てを参考に共有を設定 

4-6Windows クライアントからの接続 

 

 

 

 

 

7 長時間マウントする際にこの操作を行います。

スナップショットのタスクスケジュールを消去し

て更新しないようにします。 

 

“メンテナンス”→”スナップショット”を選択しま

す。 

 

画面左から設定を変更するスナップショットを

選択します。 

 

変更するタスクスケジュールを確認してから

を押して削除します。 
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5-5.スナップショット参照の停止 

利用しなくなった共有を削除します。 

 操作 表示 

1 Windows クライアントからの接続解除をします。  

2 “構成”→“NAS リソース”→”共有”を選択しま

す。 

 

削除するスナップショット共有選択します。 

 

 

3 共有の削除メニューで、削除を選択します。 

 

4 参照が不要になったスナップショットについて

は、 

”メンテナンス” →”スナップショット”を選択し, 

スナップショットタスクにて、該当スナップショッ

トの 

をクリックし、スナップショットの解放を行いま

す。 

※ この操作は手動で行った際にのみ必要になり

ます。スケジュール設定にてアクティブになっ

たスナップショットには不要です。 
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6.設定の保存（重要） 
 

6-1.設定の保存 

SmartNAS の各種設定が完了しましたら、以下の方法で 必ず 設定の保存を実施してください。 

以下の作業で作成したファイルは、万が一のリカバリ時に使用しますので大切に保管してください。 

 

保存する設定を選択し、[適用] をクリックします。設定は、ローカルのサーバーに保存したり ([設定の復元] 機能に表

示される)、ダウンロード可能なファイルに保存することができます。設定をローカルに保存するたびに新しいエントリが

作成され、復元時に、復元する設定として個別に選択できます。 

 

設定を復元するには、[設定の復元] 機能を使用します。 

 

1. Web GUI より、”メンテナンス”→”諸設定”を選択し、以下の様に”設定の保存”のメニューにおいて、”セットアップ”と”構 

成”と”ダウンロード”をクリックし、最後に”適用する”をクリックします。 

 

 
 

 
 
2. 以下の様に PC の画面上にポップアップメニューが表示されますので、この”settings.conf”を適当な場所に保管してくださ 

い。 
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7.システムリカバリ手順
 

 
1. システムインストール CD を用意します。USB CD ドライブを 1-3.各部名称を参照し SmartNAS に接続してください。電 

源投入時に CD ドライブにリカバリ CD を入れ、CD より起動（ブート）を行ってください。 

 

2. CD ブートすると右画面が表示されるので、そのまま Ent キーを押します。(Ent キーを押さなくても自動で起動します。) 

 

 
 
3. 以下画面(左)が表示されるので、「Run software installer」を選択してインストーラーを起動します。 

※ 何もせずに時間が経つと OS が CD ブートしますので、必ず選択してください。 

 
 

 

 

4. 下画面が表示されますので、「Agree」を選択し規約に同意します。 

 

 

選択画面 
インストーラー起動画面 
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5. 以下の画面が表示されますので、”Drive1”にチェックをいれて、「OK」を選択します。 

   注：Drive 2 ‒ Drive 6 は、お客様が使用されている NAS もしくは iSCSI のボリューム領域ですので、Drive 1 以外は決し 

て選択しないでください。 

 

 
 

6. 以下の画面が表示されるので、選択したドライブを確認し「Start」を選択し”Enter”を押します。 

 

 
 

7. 以下の画面に切り替わり、インストールが開始されます。インストールは約 1~2 分で終了します。 
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8. インストールが完了すると以下の画面が表示されるので、Enter を押します。 

 

 
 

 

9. リスタート画面になった際に CDROM ドライブからリカバリ CD をイジェクトしてください。 

 

10. 以下画面のブートローダーが起動するので、「64bitsystem (2.6.35)」が選択されていることを確認します。 

  ※Version 番号（ここでは 2.6.35）については、出荷時期によって、異なります。 

 

 
 

11. 以下画面の状態になりましたら起動完了となります。 
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次に第４章初期設定を参照し、SmartNAS のネットワーク(IP アドレス等)を再度設定し、ネットワークに接続できることをご確認くだ

さい。確認後、WEB 管理画面にアクセスします。 

 

 

 

12. ライセンス条項の同意画面が表示されるので、 

 言語は「Japanese」を選択して、「agree」をクリッ 

 クします。 

 

 

 

 

 

 

 

13. ログイン画面が表示されるので、パスワードに

 「admin」を入力して、「ログイン」をクリックしま

 す。 

 

 

 

 

 

 

14. 左画面が表示されるので、「拡張キー ローダー」に

製品ライセンスキーを入力して、「適用する」をクリック

します。 
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15. 次にパッチ用 CD が存在する場合(無い場合には次のステップを実行してください。)、この CD からソフトウェアアップデート

します。「メンテナンス」＞「ソフトウェア更新」で「参照」ボタンをおして、upd_0915-DSS-V6.upd（例）を選択して「アップロー

ド」ボタンを押します。「合意する」ボタンが表示されるので、ボタンを押して再起動します。再起動後、正常に起動している

か確認してください。 

※こちらは WEB ブラウザを開いているマシンからパッチをアップロードしてください。 

 

 
 

16. 第 6 章にて保存しておいた設定ファイルをご用意してください。 

 

 

17. Web GUI から“メインテナンス”→”諸設定”を選択し、”設定のリストア”のメニューを表示させます。 

 

 
 

18. “設定のリストア”の参照ボタンをクリックし、第７章で保存した設定ファイルを選択します。 
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19. 該当の設定ファイルを選択し、”開く(O)”をクリックすると、先ほどの”設定のリストア”に設定ファイルが表示されます。 

 

 
 

20. “アップロード”をクリックすると以下の様に”設定のリストア”に設定ファイルの情報が表示されます。 

 

 
21. アクションの下の”✔ボタン”をクリックしてください。 

注意： 

”×ボタン”をクリックするとアップロードした構成ファイルを削除してしまいますので、決して” ×ボタン”は押さないでくださ

い。 

   “✔ボタン”をクリックすると、以下の様に再確認を促してきますので、確認後に”OK”ボタンをクリックしてください、 

 

 
 

22. リストアが成功した場合には以下の表示がされます。”OK”をクリックすると SmartNAS のリスタートが発生します。 

 

 
 

23. SmartNAS のリスタート後、各種設定が正しく戻ったかをご確認ください。 
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8.ログ収集について 
 

WebGUI からログインをし、”ステータス”→”ハードウェア”へ移動します。 

以下の図の通り、”ログ”メニューの”ダウンロード”ボタンをクリックし、SmartNASiX のログを収集します。 

※情報を収集するまで時間がかかります。 
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9.安全にお使いいただくために 
 

 

警告 
 本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないでください。  

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

 本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合には、直ちに電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてくだ

さい。 

(すぐに販売店または弊社カスタマーサービスまでご連絡ください。そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となり 

ます。) 

 

 本製品の内部に水などの液体や異物を入れないでください。 

(万一製品内部に水、異物等入ったときは、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社カスタマーサービスまでご連絡 

ください。) 

 

 本製品を水を使う場所や湿気の多い所で使用しないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

 電源コード等のケーブルを傷つけないでください。 

(特に、電源ケーブルを傷つけると火災や感電、故障の原因となります。万一ケーブルを傷つけたら販売店または弊社カ 

スタマーサービスまでご相談ください。) 

 

注意 
 本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないでください。 

(機器が故障したり、倒れてケガの原因になります。) 

 

 本製品に添付またはオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

 ぬれた手で電源プラグを触らないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

 電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用ください。) 

 

 電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用ください。 

(火災や感電、故障の原因となります。※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時 

的にアース線付きの３端子ー２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用ください。) 
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10.修理ご依頼について 
 

サポート情報 
別紙”ソフトウェアリファレンス マニュアル “第 3 章トラブルシューティングガイド、または下記 URL にアクセスし

ていただき、最新の FAQ をご参照下さい。 

 

http://www.newtech.co.jp/support/index.html 

 

サポート窓口 
FAQ で解決頂けない場合、下記 URL のサポート依頼フォームよりお問い合わせ下さい。 

 

http://www.newtech.co.jp/support/inquiry/index.html 

 

製品に関するご質問、障害に関するご連絡をいただく際は、必ず製品本体の型番、シリアル番号をご確認いた

だいた上、上記サポート依頼フォームにて必要事項をご入力いただき、お問い合わせをいただけますようお願い

いたします。 

 

製品の無償修理につきましては添付されている保証書の規定に従います。 

 

 

フロントカバーの開閉、ドライブの取り出しについて 
 

1. 溝に合わせて鍵を装着し左回しでロック解除をして下さい。ロック解除状態では鍵を取り外すことは出来ません。 

 
 

2. フロントカバーは水平状態にして筐体内に押し込むと一部を収納することが可能です。  

 
 

3. HDD フォルダの①レバーを引いてロックを外し、②そのまま引き抜くことで取り出しができます。 

 
 

4. HDD を戻す際は、レバーを引いた状態で HDD を差込み、最後にレバーを押し込んでロックさせます。 

 

 

注) HDDの取り外しはシステム、データを消失する可能性があります。

サポート対応時以外での取り外しは行わないで下さい
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11.各 LED のステータス表示 
 

Power LED System LED 意味 

青点灯 緑点灯 通常起動状態 

消灯 消灯 電源 OFF 状態 

青点灯 消灯 マザーボードが起動していない可能性があります。背面電

源スイッチを切り、再度電源を投入してください。 

青点灯 赤点灯 マザーボードもしくは FAN に障害が発生しています。弊社

サポートまでご連絡下さい 

 

HDD LED のステータス 

LED の状態 意味 

緑点滅 HDD アクセス状態 

 

ブザーのステータス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブザーの状態 意味 

起動時のBeep音 マザーボードが起動する際の起動音です。問題ございません。 

運用中のBeep音 Fan 障害が発生しています。システム、データに障害が発生する可能性があります

ので速やかに停止させ、弊社サポートへご連絡下さい。 
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